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シンポジウム 1　� 12 月 10日　9：00～ 10：30　A会場
座長：大浦　紀彦（杏林大学医学部　形成外科）

病院と地域で取り組むフットケア診療

S1-1 下肢救済ネットワーク―病院、在宅医療が連携したフットケア―
東京西徳洲会病院　　関山　琢也 �� 94

S1-2 在宅におけるフットケアの特徴と工夫
医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所　　木下　幹雄 �� 94

S1-3 病院と地域で取り組むフットケア　高齢者の歩行を守るための地域（施設）横断的看護ケア活動例
東京医療保健大学　立川看護学部　　内藤亜由美 �� 95

S1-4 下肢創傷患者に対する訪問リハビリテーションの取り組み
医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所三鷹　　藤森　一史 �� 95

S1-5 足病患者におけるリハビリテーションの病院と在宅の違いと課題
TOWN訪問診療所　　松本　純一 �� 96

シンポジウム 2　� 12 月 10日　9：00～ 10：30　B会場
座長：東　　信良（旭川医科大学　外科学講座血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野）

池田　清子（神戸市看護大学　療養生活看護学領域　慢性病看護学分野）

ガイドラインセッション―足病重症化予防ガイドラインのハイライト―  �� 97

S2-1 ガイドラインの目的・経緯
旭川医科大学　外科学講座血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野　　東　　信良

S2-2 第2章 足病発症から完治まで
順天堂大学大学院医学研究科再生医学・医学部形成外科学講座　　藤井　美樹

S2-3 静脈不全による足病とその重症化予防
横浜南共済病院　心臓血管外科・横浜市立大学医学部　　孟　　　真

S2-4 透析患者における足病重症化予防
湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター　　守矢　英和

S2-5 看護の視点から見たフットケアガイドライン
関西医科大学　看護学部　　藤本　　悠

S2-6 歩行からみた足病重症化予防
奈良県立医科大学　整形外科学教室　　田中　康仁

S2-7 第5章高齢者の足病および第10章足病重症化予防と地域連携
春日部中央総合病院　下肢救済センター　　寺部　雄太

S2-8 足病重症化予防ガイドライン　ハイライト　多職種連携
新須磨病院　外科・創傷治療センター　　北野　育郎
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シンポジウム 3　� 12 月 10日　9：00～ 10：30　D会場
座長：田中　啓之（国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院　腎臓内科）

愛甲　美穂（湘南鎌倉総合病院　血液浄化センター）

透析患者の足病診療～いかにして足を守り患者を守るか

S3-1 透析患者 PAD/CLTI の疫学・特徴（最近の知見）
東京西徳洲会病院　腎臓内科・血液浄化センター　　真栄里恭子 �� 98

S3-2 透析患者 PAD とサルコペニア・フレイル・認知症
湘南鎌倉総合病院　リハビリテーション科　　西村　彰紀 �� 98

S3-3 PAD 透析患者のフットケア
東京都済生会中央病院　看護部　　高梨　未央 �� 99

S3-4 どこまで透析クリニックの患者さんに循環器内科が近づけるか？神應クリニックの挑戦
長野赤十字病院　循環器内科／神應クリニック／信州大学附属病院　循環器内科　　宮下　裕介 �� 99

S3-5 透析患者の包括的足病診療に向けた取り組み
湘南鎌倉総合病院　再生医療科　　大竹　剛靖 ��100

シンポジウム 4　� 12 月 10日　14：40～ 15：40　A会場
座長：寺師　浩人（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学）

北野　育郎（新須磨病院　外科）

エキスパートの試練に学ぶ

S4-1 足の慢性創傷治療における落とし穴について
南和広域医療企業団五條病院　整形外科　　門野　邦彦 ��101

S4-2 真の Non-option CLTI とは？ Option のない CLTI はない？
関西労災病院　循環器内科　　飯田　　修 ��101

S4-3 糖尿病の合併症に挑む形成外科医の試練
佐賀大学医学部　形成外科　　上村　哲司 ��102

S4-4 CLTI 重症化予防の取り組みにおける血管外科医の試練
旭川医科大学　外科学講座血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野　　東　　信良 ��102

シンポジウム 5：特定・認定看護師シンポジウム　�12 月 10日　16：40～ 18：10　A会場
座長：溝上　祐子（公益社団法人日本看護協会　看護研修学校　認定看護師教育課程）

ここまで進んだ看護師の役割拡大！ 
下肢救済に専門性を発揮する特定認定看護師

S5-1 大学病院における特定認定看護師による下肢創傷患者への介入
埼玉医科大学病院　褥瘡対策管理室　　松岡　美木 ��103

S5-2 当院での特定・認定看護師の活動
杏林大学医学部付属病院　看護部　　丹波　光子 ��103

S5-3 足病変に挑む糖尿病看護特定認定看護師としての活動
地方独立行政法人広島市立病院機構　広島市立安佐市民病院　看護部　　山﨑　優介 ��104
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S5-4 同行訪問で介入した難治性足潰瘍がここまでよくなった！！ 
～在宅医療推進に向けた看護師の役割拡大とは～

地方独立行政法人　総合病院　国保旭中央病院　　加瀬　昌子 ��104

シンポジウム 6：足の外科学会合同シンポジウム　�12 月 10日　16：40～ 18：10　D会場
座長：井上　敏生（福岡歯科大学総合医学講座整形外科学分野）

門野　邦彦（南和広域医療企業団　五條病院　整形外科）

足部疾患に対する保存治療～切らずに治るならその方がいいよね～

S6-1 外反母趾に対する前足部弾性包帯固定法
医療法人財団順和会　山王病院　整形外科　　青木　孝文 ��105

S6-2 成人期扁平足に対する足底挿板治療
聖マリアンナ医科大学　整形外科学講座　　平野　貴章 ��105

S6-3 リウマチ科外来におけるリウマチ足の靴・装具療法の実践
JCHO東京新宿メディカルセンター　リウマチ科　　矢部裕一朗 ��106

S6-4 靴による足疾患の治療
NPOオーソティックスソサエティー　　内田　俊彦 ��106

S6-5 超音波を活用した足の積極的保存療法～診断から治療まで～
済生会奈良病院　整形外科　　松井　智裕 ��107

シンポジウム 7　� 12 月 11日　9：00～ 10：30　A会場
座長：中村　正人（東邦大学医療センター大橋病院　循環器内科）

横井　宏佳（福岡山王病院　循環器センター）

血行再建における下肢血流評価の gold standard は？

S7-1 Angiosome concept とは？
東京都済生会中央病院　循環器科　　鈴木　健之 ��108

S7-2 CLTI 診療における２D perfusion の使用経験
京都桂病院　心臓血管センター　　岩崎　義弘 ��108

S7-3 Wound blush
TOWN訪問診療所　城南院、東邦大学医療センター大橋病院　循環器内科　　宇都宮　誠 ��109

S7-4 皮膚灌流圧測定 （SPP）
奈良県立医科大学　放射線診断・IVR学教室　　市橋　成夫 ��109

S7-5 在宅現場における下肢血流評価　＜ gold standard とは言えないかも＞
医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所　　木下　幹雄 ��110

S7-6 New assessment modality of CLTI
杏林大学医学部　形成外科　　大浦　紀彦 ��110
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シンポジウム 8　� 12 月 11日　9：00～ 10：00　E会場
座長：大浦　紀彦（杏林大学医学部　形成外科）

門野　邦彦（南和広域医療企業団　五條病院　整形外科）

子供の足、靴改革シンポジウム

オープニングリマークス
「子どもの足靴改革ワーキンググループ」発足経緯

神戸大学大学院医学研究科　形成外科学　　寺師　浩人 ��111

S8-1 日本における小児足靴の問題点
塩之谷整形外科／日独小児靴学研究会　　塩之谷　香 ��111

S8-2 日本において子供の足をどう守るか、ドイツとの比較から考える
株式会社フィートバック　ドイツ整形外科靴マイスター　佐久大学客員教授　日独小児靴学研究会　常任講師／　　　　　　　　　　　　　

佐久大学客員教授／日独小児靴学研究会／株式会社フィートバック／ドイツ整形外科靴マイスター　　ベーレ・ルッツ ��112

S8-3 小児靴に必要な10の機能 
－小児靴選択のための指針・手引書作成をめざして－

フラウ合同会社／合同会社フェルゼ／日独小児靴学研究会　　伊藤　笑子 ��112

シンポジウム 9　� 12 月 11日　14：10～ 15：40　A会場
座長：元村　尚嗣（大阪市立大学大学院医学研究科　形成外科学）

田中　里佳（順天堂大学医学部　形成外科学講座）

形成外科医による足潰瘍治療　 
～瘢痕治癒 VS 断端形成術 VS 局所皮弁 VS 植皮術 VS 遊離皮弁術～

S9-1 足潰瘍の創傷管理
神戸大学大学院医学研究科　形成外科学分野足病医学部門　　辻　　依子 ��113

S9-2 創傷被覆材，NPWT などの保存的治療
熊本赤十字病院　形成外科　　黒川　正人 ��113

S9-3 マゴット治療
神戸労災病院　皮膚科　　皿山　泰子 ��114

S9-4 形成外科医による足潰瘍治療　足趾断端形成術
静岡赤十字病院　形成外科　　鈴木　沙知 ��114

S9-5 bypass と guillotine 切断（瘢痕治癒）
八尾徳洲会総合病院　形成外科　　綾部　　忍 ��115

S9-6 遊離皮弁移植による足潰瘍治療
埼玉医科大学　形成外科　　石川　昌一 ��115


